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宮城県岩沼市



震災前の岩沼市・相野釜地区



震災後の岩沼市・相野釜地区



仙台市

岩沼市の位置

岩沼市

人口 約44,000人
面積 約60.71k㎡
全域都市計画区域
市街化区域10.94k㎡
調整区域 49.77k㎡

竹駒神社 仙台空港

二木の松（武隈の松）

被災状況
 津波による浸水面

積：市域の約48％
 死者：181人（直接

死）
 住居被害：全壊

736戸、大規模半
壊 509戸、半壊
1,097戸、一部損
壊 3,086戸、計
5,428戸
(H24.11.30時点)

 瓦礫等の量：約50
万t

市の概要と被災状況（津波浸水区域等）

太平洋



太
平
洋

（新浜地区）

移転促進区域と集団移転先等

相野釜地区
移転戸数 111戸

藤曽根地区
移転戸数 19戸

長谷釜地区
移転戸数 74戸

蒲崎地区
移転戸数 127戸

二野倉地区
移転戸数 91戸

新浜地区
移転戸数 43戸

防災集団移転促進事業
○事業期間 H23～H27
○総事業費 約144億円
※災害公営住宅を除く

○玉浦西地区
・住宅敷地 158区画・公営住宅 111戸
※開発行為による造成(19.96ha)

○三軒茶屋西地区
・住宅敷地 13区画
※区画整理事業保留地の活用(0.38ha)

東部道路
岩沼ＩＣ

玉浦中
学校

玉浦小
学校

玉浦公
民館

玉浦西地区

三軒茶屋
西地区

多重防御（交付金事業計画等より）
○海岸防潮堤(国)…TP7.2ｍ
○千年希望の丘(市)…避難場所等TP10ｍ
○貞山運河(県)…堤防TP3.7ｍ
○かさ上げ道路(市)…二線堤…TP4～5ｍ
○避難路(県道・市道)

（防集計画書より）
※(第１回変更）の
第１回軽微な変更

スピード感を持った対応 コミュニティの維持

 災害ＦＭ放送による情報発信（H23.3.11～）
 被災地で最初の避難所の閉鎖（H23.6.5）
 被災地で最も早い震災復興計画の策定

・グランドデザイン（H23.8.7） ・マスタープラン（H23.9.27） 等

 地区単位での避難所への避難
 地区単位での仮設住宅への入居

※被災地で最も早い入居完了（H23.4.29～6.4）
 地区単位での集団移転先への移転 等



玉浦西地区のまちづくりと推進体制

岩沼市（震災復興本部）

玉浦西地区まちづくり検討委員会
 学識経験者
 集団移転対象地区の市民
 集団移転先周辺地区の市民
 アドバイザー

集団移転対象地区
相野釜 藤曽根
二野倉 長谷釜

蒲崎 新浜

６地区代表者会
 町内会長等の役員
 区長

意見

報告

報告
報告意見

旧町内会 新町内会

相野釜町内会 相野釜町内会

藤曽根町内会
二野倉町内会

玉浦西二の倉町内会

長谷釜町内会 長谷釜町内会

蒲崎町内会
新浜町内会

玉浦西二丁目町内会

再編

玉浦西まちづくり住民協議会

玉浦西

活動

事業

コミュニティの維持と形成
世代を超えた持続可能なまち

玉浦西にふるさとの歴史や
誇りを引き継ぐ

住民主体のまちづくり
エココンパクトシティ

個人住宅の再建が一人ひとりの
復興のスタート

想い



1. 想いを持つ人でチームを作る

玉浦西地区まちづくり検討委員会
①集団移転対象地区の市民

（※集団移転先に移転を希望している方）

・町内会長又は区長等の地区の役員の方
・女性代表
・青年代表
（概ね４０歳以下の男性又は女性）

②集団移転先周辺地区の市民
③学識経験者
④アドバイザー

職 名 氏 名 区 分

委員長 阿留多伎眞人
学識経験者

尚絅学院大学 生活環境学科長

副委員長 福屋粧子 東北工業大学 講師

委 員

中川勝義 桜井よしみ 桜井理恵 相野釜地区

佐藤和夫 佐藤清子 大内貞雄 藤曽根地区

齋健二 小林昌代 菊地康志 二野倉地区

菊地幸一 斎藤洋子 菊地善信 長谷釜地区

菅原栄 浅野公子 森功 蒲崎地区

森博 森真弓 佐藤克己 新浜地区

伊藤喜美雄 加藤敬三 熊谷慶一 集団移転先周辺地区の市民

アドバイザー

石川幹子 （中央大学人間総合理工学科教授（東京大学名誉教授））

小野田泰明 （東北大学大学院 建築・社会環境工学科長）

三部佳英 （(財)宮城県建築住宅センター 理事長）集団移転対象地区の市民

平成２５年１０月末現在



2. 想いを伝える

三部佳英氏

石川幹子氏

小野田泰明氏

「愛と希望の復興」の速やかな実現に向けて

復興という作業と建築家の役割

玉浦西地区のまちづくりについて

①アドバイザー講話
②「まちづくりカー

ド」の委員発表
③まちづくりニュース
の発行



①まちづくりアンケート調査

A) 玉浦西地区へ移転希望者
（対象＝中学生以上の方全員、質問項目＝12）

① 将来のまちづくりについて
② コミュニティやシンボルについて
③ 地区に必要な施設について
④ まちづくりのルールについて 等

B) 玉浦西地区以外へ移転希望者
（対象＝世帯ごと、質問項目＝５）

① 将来のまちづくりについて
② コミュニティやシンボルについて 等

C) 移転先周辺地区の住民
（対象＝世帯ごと、質問項目＝６）

① 将来のまちづくりについて
② コミュニティやシンボルについて
③ 地区に必要な施設について 等

3. 想いを集める

②検討委員による地区の意見確認
 まちづくり検討委員会における検討情報を

各地区へ提供する。
 各地区の意見を集約し、まちづくり検討委

員会へフィードバックする。



ひまわり班 ＴＭＵ班さわやか班

4. 想いを形にする（①まちづくり方針）

① 自然災害に強い安全なまち
② 自然エネルギーを活用した環境未来都市を実現するまち
③ 空が広く感じられる美しい街並みのあるまち
④ 地域の交流ができる集会所や菜園のあるまち
⑤ 緑豊かで水辺のある景観のよいまち
⑥ スーパーと個人商店が複合した楽しく買物ができるまち
⑦ 地域のみまもりにより、高齢者福祉と子育てが充実したまち



4. 想いを形にする（②土地利用計画）

② 班ごとに、まちのイメージをブラッシュ
アップする

① 班ごとに、まちのイメージを描く ③ 班ごとに、６地区の位置を検討する

④ 一つの土地利用計画図にする

⑤ 土地利用計画図を決定する



4. 想いを形にする（③画地の配置方針）

① 画地の配置方法の検討
二野倉・藤曽根をひとつの地区として扱い、決定方法も
含め５地区別に進める。

② 画地割の地区会合の開催
重複した画地については、殆どが話し合いで分散、決定
し、抽選を行ったのが２区画であった。

③ 土地利用計画を一部変更
画地の検討の中で各地区からの意見を踏まえ、土地利用
計画の一部変更を行った。
・災害公営住宅の位置の変更
・街区の街区幅の変更 等

地 区 会 合 日 地 区 会 合 日

新 浜 H24.10.28 藤曽根
二野倉

H24.10.28、11.4
長谷釜 H24.10.28
相野釜 H24.10.28、11.3 蒲 崎 H24.11.3



貞山緑道 中集会所被災橋銘板 災害公営住宅 楽々公園ステージ

貞山緑道 記念碑 飲料水備蓄タンク 商業施設災害公営住宅



② 公園・緑道等の整備方針

③ 街区内幹線道路の整備方針
 電線の裏配線により景観に配慮し、歩車分離による安全・安心な交通処理ができる道路とする。 等

4. 想いを形にする（④公共・公益施設整備方針）

① 基本的な考え方の整理
 貞山堀をイメージした緑道が公園及び公園兼調整池内を横断するので、貞山堀の線形の確保を行う。
 集会所の敷地と公園の敷地は、一体感が保てるように整備する。 等

大樹公園・集会所
子供たちが自然を感じながら
安全に遊べ、地区の住民が主
体的に管理、見守りしやすい
公園及び集会所とする。

まごころ公園・集会所
防災力を高める防災機能を
兼ね備え、地区全体の交流
の中心となる公園および集
会所とする。

うぐいす公園・集会所
誰もが、ふるさとの自然や
文化を感じる憩いの場とし
ての公園及び集会所とする。

貞山緑道
玉浦西地区と三軒茶屋地区
を結ぶ安全・安心な歩行者
動線であり、ふるさと玉浦
を感じられる緑道とする。

④ 公益施設の整備方針
 スーパーと個人商店が複合し楽しく買物ができるとともに、高齢者や子育て世代に必要な機能を備えた

玉浦の復興に貢献できる施設とする。 等

⑤ 災害公営住宅の整備方針
 災害に強く、入居者のライフスタイルや景観、環境等に配慮した、いつまでも安心して暮らせる住宅と

する。また、将来的には、高齢者や子育て支援施設への一部転換も可能な住宅とする。

被災
橋名板



4. 想いを形にする（⑤まちづくりのルール／地区計画）

① 基本的考え方の整理
「地区計画でルール化する項目」と「まちづくり
方針」とのマトリックスにより、第一種低層住居
専用地域の制限内容に加えて、まちづくりに必要
となる項目の抽出を行った。

② 制限内容の検討
委員へのアンケート調査並びに玉浦西地区へ移転
する方全員を対象とした説明会及びアンケート調
査により検討を行った。

地区計画案の対する意見（回答者全員　N=133）

85.0

84.2

83.5

78.2

73.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.建築物等の用途の制限

2.敷地面積の最低限度

3.壁面の位置の制限

4.建築物等の形態又は

　色彩その他の意匠の制限

5.かき又はさくの構造の制限

１．ある方が良い ２．ない方が良い ３．一部を修正してほしい

無効（複数回答等） 未記入

③ 地区計画案の作成
地区計画及び地区計画以外のルールに分けてまち
づくりのルール案を作成した。

地区計画説明会

まちづくり検討委員会

○ 地区計画
• 建築物の用途の制限
• 壁面の位置の制限
• かき又はさくの構造の制限 等

○ 地区計画以外のルール
• 屋根へのＴＶアンテナ設置制限
• 生垣の樹種の統一（地区ごとに樹種を検討）等



東京大学によるペアリング支援

玉浦地区復興まちづくりワークショップ
回 期 日 場 所 内 容

1 平成23年11月12日（土） 玉浦公民館 まち歩き調査・班ごとの検討

2 平成23年12月 3日（土） 玉浦公民館 班ごとの検討

3 平成23年12月 4日（日） 玉浦公民館 班ごとの検討

4 平成24年 1月22日（日） 玉浦公民館 玉浦地区全体のまとめ

5 平成24年 2月19日（日） 玉浦公民館 玉浦地区全体のまとめ

6 平成24年 5月19日（土） 仮設住宅集会所 二野倉地区ワークショップ

7 平成24年 6月 3日（日） 仮設住宅集会所 二野倉地区ワークショップ

まち歩き調査 班ごとの検討

第１～３回ワークショップ



地区の名称 町内会等の組織体制 公園等の管理 シンボル

全国公募
（１５２作品）

↓

委員による最終候補の絞込み
（５作品）

↓

玉浦西地区に移転する方
による投票（中学生以上）

↓

名称の選定（玉浦西）

 町内会の組織
相野釜
二野倉・藤曽根
長谷釜
蒲崎・新浜
以上の４組織とする。

 町内会の組織体制や移行時期
町内会毎に平成２６年６
月末を目途に検討する。

住民と市の管理区分（抜粋）  全体のシンボル
石碑、モニュメント、時
計台、松 等

 地区のシンボル
相野釜 サンシュユ
藤曽根 ソネノキ(ｱｶｼﾃﾞ)
二野倉 サルスベリ
長谷釜 イチョウ
蒲 崎 ツゲ
新 浜 キンモクセイ

移転後のまちづくりの検討

4. 想いを形にする（⑥新たな地域づくり方策）

① 検討課題の抽出
委員アンケートで課題の抽出を行い優先的に検討する課題とその他の課題に分類した。

優先的に検討する課題 その他の課題

①地区の名称に関すること
②公園の名称や町内会等の組織体制に関すること
③公園・緑地・集会所の管理等に関すること
④避難のルール等の安心安全に関すること
⑤全地区や地区毎のシンボルに関すること

①ごみ置場やバス停留所等の地区内施設等に関すること
②まつり・イベントや地元団体等との地区内交流に関すること
③今後、地区で原案を作成する検討課題
・商店との連携等の地区外交流（情報発信）に関すること
・道路や生垣の管理に関すること
・地区内施設の管理運営体制に関すること
・まちづくりのルールに関すること
・公園の利用方法（ルール）に関すること 等

② 課題の検討
各課題の検討主体及び作業内容並びに検討スケジュールを定め検討（下記例）を行った。



植樹会/H26.8.31

玉浦西



住民協議会の組織体制
設立年月日 新町内会等 旧町内会

H26. 1.18

玉浦西まちづくり住民協議会
会長 中川勝義
副会長 小林喜美夫 菊地幸一
書記 森功
会計 斎健二
会計監査 岡崎孝志 森博
委員 各地区から（内検討委員６人）
※緑色の役員は、まちづくり検討委員です。

全地区

H26. 2.11 相野釜町内会 相野釜町内会

H26. 3. 9 長谷釜町内会 長谷釜町内会

H26.10.19 玉浦西二の倉町内会
藤曽根町内会
二野倉町内会

H26.11.30 玉浦西二丁目町内会
蒲崎町内会
新浜町内会

（協議会の目的）
協議会は、東日本大震災に伴う集団移転先である玉浦西地区のまちづくりについて、「玉浦

西地区まちづくり検討報告書」（平成２５年１１月２５日）に基づき、主体的、かつ、協働で
行う地域活動の推進とともに、地域における町内会機能の補完を図るため「玉浦西まちづくり
住民協議会」を設置する。

「玉浦西まちづくり住民協議会」規約より



玉浦西まちづくり住民協議会の主な活動

玄界島視察/H26.6.27～28
玄界島を訪問し被災後のコミュニティづくりを視察

植樹会/H26.8.31
約150人が参加し、大樹公園に芝生、薬草、イチョウ
と外周緑化を実施

植樹会/H26.9.28
大樹公園の薬草園に宮城県の支援を受け薬草植栽

樹名プレート設置/H26.12.20日
地元の小学生165人が作った樹木プレート384枚を公
園に設置



玉浦西まちづくり住民協議会の主な活動

防風林植樹/H27.3.22
地区の外周に緑の環境デザイン賞を受賞した防風林
の植樹を実施

玉浦西まち開き/H27.7.19午前
支援を頂いた皆様へ「まちづくりと感謝の想いを伝
える会」を開催

玉浦西まち開き/H27.7.19午後
まちづくりの想いを後世に伝える記念碑を設置

玉浦西まち開き/H27.7.19午後
支援を頂いた皆様をおもてなしする感謝祭を開催



地域での活動の様子（玉浦西まちづくり住民協議会 斎藤洋子）



の千年希望 丘
ＭＩＬＬＥＮＮＩＵＭ ＨＯＰＥ ＨＩＬＬＳ

①千年希望の丘１号と慰霊碑



の千年希望 丘
ＭＩＬＬＥＮＮＩＵＭ ＨＯＰＥ ＨＩＬＬＳ

②千年希望の丘２号と交流センター



撮影：首都大学東京 地理情報学研究室 泉岳樹氏

玉浦西

商業施設

太平洋

仙台空港

岩沼IC

2015.7.19/まち開き・感謝祭



ご静聴ありがとうございました

玉浦西地区
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